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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　平成30年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・「使用承認取り扱い要領」の遵守による運用の徹底

・利用者に対する丁寧な説明

・預かり確定などに対する、公平な抽選、説明、連絡

　基本方針に基づ
き、適正に運営さ
れている。

貸室利用が年々増え
て、随時抽選を実施
しているが、多い月
には10件を超える抽
選があった。抽選に
なりそうな予約に対し
ては、予め利用者に
伝え、ご了解いただく
とともに公平性に配
慮して対応した。

地区センターのテーマを『つながる』と掲げ、地域住民が主体者となり活動できるようにコーディネ-
ト力を磨き、場所のあたたかさと人と人とのつながりの豊かさを大切に、『何かないかと立ち寄りたく
なる地区センター』を目指し、全員が『大きな声で挨拶をする』、『声かけをする』を心掛けて運営して
いる。
また、以下の４つの基本方針を掲げ、運営している。
　　1.　思いやりの心を大切に、あたたかさと人のつながりを豊かにする。
　　2.　地域の課題や区民のニーズに即した事業を企画し、まちづくりを進める。
　　3.　ボランティアや地域の担い手を養成し、区民の主体的な地域活動を支援する。
　　4.　個人とグループ、そして地域をつなぐネットワークを構築する。

▼貸室利用

▼企画講座・交流事業

・受講受付や周知期間などで、不公平が生じないように広報紙の発行時期・館内広報・ホームペー
ジでの告知などに配慮した。

・地区センターでは基本的には、先着順で受付を行っている。

▼ロードヒーティングは常時手動で操作し、夜間は天気予報を確認して設定、日中も、できるだけ細
めに入切をするよう心がけ節約に努めた。

▼館内の見回りの際、利用者に声をかけ、照明や暖房が適切かを判断し適宜節約した。

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

▽　管理運営に係る基本方針の策定

1　業務の要求水準達成度

項　目 実施状況

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

（１）統括管
理業務

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号）

１　施設の概要

名称 里塚・美しが丘地区センター 所在地 札幌市清田区里塚2条5丁目1-1

1,302.91㎡

業務の範囲

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されることにより、地域住民がまちづくり活動
に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間
の信頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも期待される。
このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並び
に当センター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行われて
いる場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

名称

募集方法

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

ＮＰＯ法人ワーカーズコープ

平成30年(2018年)4月1日～令和5年(2023年)3月31日

所管局の評価

施設数：１施設

来館者には常に意識
して声掛けを実行し、
積極的に事務所から
出てコミュニケーショ
ンが取れるように心
がけている。また、左
記に掲げた４つの基
本方針を常に意識し
て行動している。

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄与する。

１階 ： 多目的室、子育てサロン、まちづくりサロン
２階 ： 視聴覚室、集会室１・２　、実習室１・２、ラウンジ

非公募

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

平成20年4月1日 延床面積

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期
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数

1

1

2

8

3

▼清掃職員の高齢化に伴い、１日の清掃人員が２人体制で短時間のシフトも設けた。これにより、
重複した時間にはより細かく美化に配慮できるようになった。

電力会社を変更し、
電気代の削減を図っ
た。

清掃

事務室

清掃 全館

▼第３者委託の業務は以下の通り

①警備業務
②自家用電気工作物保安管理業務
③エレベータ保全管理業務
④自動ドア保全管理業務
⑤ガスヒートポンプ保全業務
⑥消防設備保全業務
⑦除排雪業務
⑧定期清掃業務(定期清掃・高所窓・床ワックス）
⑨喫茶業務
⑩排煙オペレーター装置保守業務
⑪建築基準法定期点検業務
⑫札幌市地区センター予約システム運用業務

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者への適切監督、履行確認）

▼利用者への対応の統一(公平性)を図るために、業務会議や団会議を実施し、話し合いを通して
確認し、情報の共有を行った。また、市やその他各方面からの情報なども、会議や朝礼・終礼など
で確認し、議事録や日報などに記載、共有した。

▼14名体制でスタートし、11月には清掃が1名増え15名体制になった。また１１月より館長が交替し
た。

統括

事務・経理・館長補佐

事務・図書

事務・図書

雇用形態

常勤

常勤

非常勤

非常勤

職務

事務（120h以上） 事務室

▼事務・経理・図書・清掃の研修は、適宜個別に行った。

事務（100h以下）

▼各種研修等に積極的に参加し、日常業務遂行上の知識・技術の向上に努めた。

非常勤

【組織・人員配置】

職種 配置部署

館長 事務室

副館長 事務室

▼未使用室の照明や冷暖房等の管理徹底と空調の効率的運転により、二酸化炭素排出量の削減
を図った。

▼電気使用量
・30年度の一般電気使用量は、75,954Kwhで、29年度を2868Kwh上回り、前年比104％となった。

・ロードヒーティングは、11月から降雪があり、1月まではほぼ毎日入れていたが、２,３月は使用をで
きるだけ控えた結果、前年比87％に抑えた。

▼ガス使用量
・30年度の一般ガス使用量は444㎥で、前年の462㎥を下回った。また、空調設備での使用量も、前
年9635㎥に対し、9228㎥と407㎥削減できた。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確保・配置、人材育成）

・空調に関しては、猛暑の８月は冷房、１２月～２月は寒い日が多く暖房をフル稼働させた。

▼効率的な印刷や、印刷物の再利用を心掛け、コピー用紙の削減を図った。また、枚数の多い資
料等は、輪転機で印刷することとし、インク代の削減を図った。

▼ペットボトルのキャップやリングプル・古切手等の回収やインクカートリッジの回収を実施、近隣の
小学校や社協の回収事業に協力した。また、ごみ分別の徹底も行い、廃棄物の排出抑制を図っ
た。
▼札幌市環境マネジメントシステムに則り、各種帳票を提出した。

協定書に準じて人員
配置をしている。

3・6協定を締結し労
基署に提出済。

外注委託に当たって
は市内業者を優先
し、市の了承のもと
決定した。

仕様書にある作業回
数を遵守し、作業に
は必ず職員が立ち会
い、説明を受け確認
した。

15名体制ではある
が、2月中旬より1名
が病気で休職中のた
め、全員でシフトをカ
バーして復職を待っ
ている。

▼通常業務で使用している様式でも、職員全員がより正確に業務を遂行できるよう改善・見直し
を図った。
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利用者からの要望・
苦情を受ける体制と
して、子育てスペー
ス横に投書箱と投書
用紙を置いているほ
か、貸室利用時には
鍵と一緒に記入用紙
を渡している。

協議委員の方には、
各種事業の運営や
動員などに、積極的
にご協力を頂いた。

毎回意見交換では、
地区センターの現状
や抱える問題につい
て、貴重なご意見・ア
ドバイスを頂いてい
る。

特に、地震後の第2
回の協議会では、各
団体と被災時の機材
等の情報を共有し、
様々な対策について
活発に意見交換がで
きた。

＜協議会メンバー＞

開催回 協議・報告内容

第１回

第２回

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実施、事業報告、札幌市の検査等へ
の対応、自己評価の実施）

22年度から実施され
ている実地検査につ
いては適切に対応
し、指摘事項につい
ては、速やかに改善
した。

▼指定管理費についてはNPO法人ワーカーズコープ本部が受取り、各現場（地区センター）は、資
金依頼により、必要経費の送金を受けて運営している。

▼本部は公認会計士による外部検査を導入している。

▼利用料金は事務スタッフ全員で慎重に取り扱った。（日勤、夜勤）

▼現金の管理は毎日複数名で実施し、週に一度のペースで館長・経理担当者でチェックし、最終的
に月末にも確認した。

▼日勤から夜勤、夜勤から翌日の日勤へ、その日に発生した料金等に関する引継は確実に行い、
2重3重にチェックし、正確に処理する様心掛けた。

　・未来委員会
　・里美ふれあいクラブ
　・里塚・美しが丘地区町内会連合会
　・里塚・美しが丘地区福祉のまち推進センター
　・里美少年消防クラブ・さとづか幼稚園
　・三世代サロンつなが～る
   ・札幌市清田区市民部地域振興課
　・里塚・美しが丘まちづくりセンター
　・里塚・美しが丘地区センター指定管理者
　　（NPO法人ワーカーズコープ）

▽　要望・苦情対応

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

▼利用料金収入・講座の受講料収入がある場合は、必ず領収書を発行した。また、出来る限り翌
日に銀行に入金するようにし、事務所には、必要な現金以外は極力置かないように心掛けた。

▼札幌市に対する、報告類の提出は定められた形を遵守し、速やかに実施することを心掛けた。

▼講座開催の際にはアンケート調査を必ず実施し、その中で参加者の満足度・理解度・要望・意見
等を聞き、次の事業の参考にした。

▼日常業務については、事務室勤務（事務所業務・図書カウンター業務・清掃業務等）のスタッフが
日報を作成、その日報をもとに日勤担当者及び、清掃担当者で、朝礼を開き情報等の共有を図っ
た。また、夕方は、夜勤担当者の出勤に合わせて、日勤担当者及び夜勤担当者で終礼を実施し、
引き継ぎを確実に行い、情報の共有を日々実施した。

▼今年度も、年度末に利用者アンケートを実施、その結果をまとめ、スタッフ全員で共有し、指定管
理者自己評価シートにも反映させた。また、地区センターニュースにも一部掲載したほか、全項目を
掲載している評価シートの過去3年間分を館内に設置、公開している。

平成30年11月26日(月）　18時30分～20時20分
　①平成30年度10月までの貸室利用状況等の報告
　②平成30年度10月までの事業等報告
　③今年度下期の事業計画について
　④地区センター人事異動の報告
　⑤新協議委員の紹介
　⑥意見交換（災害の対策について他）
　⑦次年度の開催について

協議会の内容が形
骸化しないように、毎
回指定管理者側で次
第・資料を用意し、活
発に意見交換を行っ
た。

また、各種事業の報
告は、スライドや、動
画なども活用してより
わかりやすい報告を
心掛けた。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

NPO法人ワーカーズ
コープが指定管理業
務を行っている札幌
市内のコミュニティ施
設で共通の経理処理
方法を採用、帳票類
も使いやすいものに
統一しており、スムー
ズに処理を行ってい
る。

事故防止等の為、極
力銀行引落としにし
ている。

▼30年度中に『利用者の声」（自由記載の方式の投書用紙）で、寄せられた投書は18通だった。

暖房機の修理前の期間に、用意した小型暖房機を貸し出して対応したり、備品利用の際の職員の
細やかな対応に対するお礼のご意見が多数寄せられた。

ほかにも設備が充実しており、概ね快適に利用しているなどの感想が多かった。

▼自主事業は別会計とし厳正に管理した。

平成30年6月21日(木)　18時30分～20時10分
　①平成29年度の事業報告
　②施設利用件数の推移について（平成21年度から29年度まで）
　③意見交換（稼働率を上げるための施策について）
　④今年度の協議会開催の日程について
　⑤協議会新メンバーの紹介

30年度に実施した利
用者アンケートの集
計結果では、接客や
施設管理等について
は、概ね高評価が得
られた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・実施概要

1 8 20 250%

2 8 19 238%

3 48 107 223%

4 8 14 175%

5 8 13 163%

6 32 48 150%

　各法令を遵守
し、適切に実施さ
れている。

　適切に管理され
ている。
　必要に応じて保
険に加入してお
り、要求水準を満
たしている。

　適切に実施され
ている。
　適宜ニーズに合
わせて実施されて
おり、評価できる。

　ＮＯ．
目標
人数

▼9月の地震の際、発生直後に職員が駆け付け安全を確かめて、通常通り開館し、夜間は、ランプ
の灯りの中、来館者の対応に当たった。また、避難所の情報などを掲示したほか、トイレや、水道水
の提供を続け、2日目からは、給水袋の配布所として被災者の対応にあたった。

▼多様な働き方・生き方の選択を可能にするためワークライフバランスの取組を推進した。

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

▽　防災

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

486

回数

▼保険は、ＮＰＯ法人ワーカーズコープとして「賠償責任保険」（人的保障一人につき１億円・一事故
につき4億円をカバー）に札幌の全施設 (７箇所)が まとめて加入している。  また、交流事業等は、
随時イベント保険に加入している。

332

30年度計画

▼1年に1回、定期健康診断を実施した。

▼施設で働く職員に対し、事務職員も清掃職員も同一時給とし、4月より815円から850円に改定し
た。更に勤務年数3年以上の職員は、時給865円に改定した。

▼施設で働く職員に時間外労働又は休日労働をさせる場合は、書面による労使協定（36協定）によ
り必要な定めをし、労働基準監督署に届け出ることとしている。

▼職員全員が労災保険に加入し、条件を満たす者は雇用保険にも加入した。

▼職員の勤務形態や、家族状況等に応じて年金保険や医療保険に適切に加入した。また必要に
応じて適切に届出等を行った。

ｻｰｸﾙ応援講座「初級韓国語講座」（全3回）

ｻｰｸﾙ応援講座「みんなで書き初め」（全2回）

住民企画講座「四季の星座のお話と観察会」4回

・個別事業内容

参加
人数

達成率

30年度実績

41

住民企画講座「知って安心！終活講座」　全2回

講座名

1717

▼自衛の消防訓練を11月と3月に実施した。

種目

41

▼連絡体制は、日常業務遂行上必要な連絡簿（外注委託業者等）を作成し、適宜迅速な連絡が取
れる体制を敷いている。またスタッフ間での連絡体制 (緊急連絡網) も確立している。

▼労働基準監督署からの行政指導を受けなかった。

▼施設内については、事務・清掃スタッフが適宜状態をチェックし、環境整備を行った。
また、利用者の安全を損なうことのないよう、こまめに見回った。
施設外周についても、事務・清掃スタッフと夜間スタッフが同様に見回りを実施した。

人員

▼前述の12件の業務委託に関しては外注委託している。

▼日常の備品管理・館内清掃・駐車場管理・建物周囲の管理はスタッフが担当した。

▼30年度も、定期清掃の一部（床ワックス掛け）を障がい者の就労体験の場とし、B型の事業所へ
業務を委託した。

就業規則を定め、そ
れらを常時職員が閲
覧できる環境を整え
ている。法令順守は
もちろん、職員間の
コミュニケーションを
密にし、風通しのよ
い働きやすい職場づ
くりをしている。

働き方に関する研修
等に参加して、労働
に関する知識の習得
に努めた。

30年度も、地域の方
が企画し,当事者とし
て実施する「住民企
画講座」を開催した。
特に、「珈琲の淹れ
方講座」では、10周
年を記念した地元の
店舗2店のコラボ企
画となり、大好評だっ
た。

夏休みこども工作講座「光る箱を作ろう」

福まち共催「高齢者のためのいきいき健康講座」全3回

30年度は、社交ダン
スのサークル中に倒
れた女性を救急搬送
してもらったが、命に
別状はなく、他には
利用者の安全に関
わるような事態は発
生していない。

外注業務については
市の求める仕様書に
則り契約書を結び作
業に当たった。

作業には館長や保
守点検担当者が立ち
会い、説明を受け作
業の報告書を保管し
ている。

高齢の母親と連絡が
つかないことを心配
して電話をかけてき
た方のために、避難
所に連絡を取ったり、
最後には家まで行っ
て安否を確認するな
ど、様々な対応に追
われた。

（4）事業の計
画・実施業務

4
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7 8 12 150%

8 96 128 133%

9 12 16 133%

10 16 20 125%

11 8 10 125%

12 8 9 113%

13 冬休みこども工作講座「凧を作ってあげよう！」 12 13 108%

14 16 17 106%

15 20 20 100%

16 12 12 100%

17 12 8 67%

332 486 146%

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

・実施内容

・個別事業内容

1 40 63 158%

2 24 23 96%

3 400 650 163%

4 64 150 234%

5 64 154 241%

6 232 403 174%

7 320 450 141%

8 64 130 203%

9 115 178 155%

10 40 58 145%

11 320 350 109%

12 80 47 59%

13 58 57 98%

14 24 31 129%

1,845 2,744 148.7%

▽　施設開放事業（無料）に関する業務

地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）

・実施内容

・個別事業内容

1 100 25 250 143 57.2%

2 51 40 600 565 94.2%

3 51 41 492 377 76.6%

4 92 77 462 589 127.5%

5 35 35 700 777 111.0%

6 適度 ￣ ￣ ￣ ￣

7 適度 ￣ ￣ ￣ ￣

329 218 2,504 2,451 97.9%

医療講座「認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座」

暮らしのｾﾝｽｱｯﾌﾟ講座「川柳講座」ｼﾆｱｽｸｰﾙ合同

目標
人数

　ＮＯ

スノーキャンドルフェスタ

30年度計画

「みんなの茶の間オープンカレッジ」　月1回　全12回

みんなの茶の間「手芸サロン」

予定
回数

子育てサロン「ｶﾝｶﾞﾙｰﾎﾟｯｹ」

10周年記念　「昭和のくらし絵画展」

アイヌ文化にふれる１日「ワークショップと音楽
の広場」

ミニミニふれあい芸術祭

参加
人数

30年度実績

達成率

星空観察会

10周年記念「つながるｺﾝｻｰﾄ」(全４回）

1,723 2,744

10周年記念　夏の”超”つながるフェスタ

達成率

住民企画講座「おいしい珈琲の淹れ方講座」

10周年記念　さとみ屋上ビアガーデン

月面観察会

ｻｰｸﾙ応援講座「絵手紙講座」

10周年記念　桂三段　落語会＆交流会

種目

胆振東部地震被災地のためのﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ

屋上広場開放

10周年記念　冬の”超”つながるフェスタ

里美シネマ　全2回

計

目標
者数

利用
者数

種目

合　　　　計

5

住民企画講座「ｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞ講座(春）」　全2回

30年度も福まちや包
括支援センター、札
幌市天文同好会な
ど、関係団体との共
催で講座を開催し
た。
また、シニアスクール
生と一緒に受講する
講座も開催し、シニ
アスクールをPRし
た。

卓球開放

ふれあい開放

　ＮＯ 種目

事業名

暮らしのｾﾝｽｱｯﾌﾟ講座「わくわくみるく教室」　

暮らしのｾﾝｽｱｯﾌﾟ講座「手作りハーバリウム体験」　

地域住民企画講座「蕎麦打ち講座」

5

12

人員

囲碁交流大会　全3回

回数

218

30年度計画

30年度実績

14

20

合　　　　計

18

人員 2,504 2,447

学習開放

ミニバレー開放

実施
回数

回数 329

30年度は、「地域の
憩いの場づくり事業」
の趣旨に則り、高齢
女性が集まる手芸
と、就学前の子供と
保護者が参加するサ
ロンも開放事業に位
置付け、地域住民の
居場所として提供し
た。

以前より要望のあっ
た、屋上ビアガーデ
ンを未来委員会と地
域の団体の協力で開
催した。小さなお子さ
ん連れのご家族も多
く参加され、地区セン
ターならではのビア
ガーデンとなった。

サークル応援講座
は、4種類開催し、う
ち2つが新しいサーク
ルとして活動を始め
た。他の講座からも、
現サークルへの入会
があった。

開館10周年を記念し
た交流を多数実施し
た。恒例のイベントも
１０周年を謳い、コン
サートは全て無料と
し、出演者や地域の
皆さんと一緒に１０周
年をお祝いした。

ｻｰｸﾙ応援講座「はじめてのオカリナ講座」（全4回）

日曜日に実施のふ
れあい開放は、貸室
利用で中止が続き、
昨年度の約６割の実
施に留まった。

当初予定になかった
イベントを２つ開催し
た。ひとつは、アイヌ
の団体とのつながり
が出来て、１日交流
会を実施した。
また、地震直後に地
域の方からお申し出
があり、急きょ音楽家
が集まりチャリティー
コンサートを開催し、
清田区と厚真町に義
援金を送った。

5



様式1-1

▽　図書業務

　図書業務（カウンター業務）

・利用状況

開館日数

蔵書数

新規登録数

利用者数

貸出数

返却数

相互貸借件数

レファレンス件数

・利用促進事業

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　不承認 0件、　取消し 0件、　減免 0件、　還付10件

▽　利用促進の取組

　利用促進の取り
組みを積極的に
行い、稼働率が伸
びており、評価で
きる。

多目的室は、時間貸
しを利用する団体や
個人が増えたため、
件数としては大幅に
増加した。680

視聴覚室

860件数(件)

7,950

657

人数(人）

4,518

件数(件)

集会室２

20,407

-

858

人数(人）

H29実績

集会室１

650

稼働率(％)

件数(件)

60.3%

4,011

49,958

60.6%稼働率(％)

3,905

部屋の稼働率は、全
体で2.2％伸びた。

0

3,965

451

42.8%

0

0

-0

6

124

稼働率(％)

屋上
多目的広場

件数(件)

7,925

（5）施設利用
に関する業
務 H30計画

705

20,500

人数(人）

稼働率(％)

稼働率(％)

件数(件)

44.0%

61.4%

624

稼働率(％)

62.0%

H30実績

62.0%

61.0%

720

18,440

757

67.2%

25.0%

584

4,187

8,177

4,500

人数(人）

0

人数(人）

件数(件)

7,500

0

7,312

4,500

人数(人）

465

稼働率(％)

件数(件)

48,92250,250

ホームページを見て
問合せてくるケース
が増えてきた。

60.3%

▼区民講座からのサークル化を図り、定期利用の増加を目指した。
　
▼利用条件緩和措置の周知（時間貸し・営利・飲酒等）を30年度も行った。
　
▼広報さっぽろの他、地区センターニュースや「ふりっぱー」などに、積極的に掲載を依頼し、地
区センターの認知度アップに努めた。

▼フェイスブック・ツイッター・ブログなどでひんぱんに情報発信を行い、来館を促した。

合計

594

507

4,473

590

55.1% 56.0% 56.6%

4,674

7,823

5,621

682

64.1%

5,300

847

61.0%

実習室２

80.5%

件数(件)

5,323

4,616

対前年（率）

実習室１ 人数(人）

人数(人）

稼働率(％)

80.0%

58.6%

8,544

多目的室

Ｈ29実績

8

Ｈ30実績

0 0 -

4,418 95.7%

6,058 97.2%

新規登録や、
SAPICAへの変更、
図書カードの再交付
など様々な作業を確
実に行った。

また、図書利用者と
も、積極的に会話を
持ち、貸室利用や各
種事業等への参加を
促した。

▼中央図書館からの宣材物の配架は、利用者の目に留まりやすい場所に掲示た。

▼毎月発刊の「地区センターニュース」に図書カウンターからのお知らせを掲載して、利用を促し
た。

▼子育てスペースで「ごまちゃんサロン」「カンガルーポッケ」などの子育てサロン開催時に「絵本の
読み聞かせ」を実施している。

296

62.5%

79.6%

48.7%

650

-

99.7%

0 0

96.9%

-

6,234

297

8,819

2
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▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　引継ぎ業務

（前回から継続指定のため、引継業務なし）

２　自主事業その他

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３　利用者の満足度

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

性別

男性

女性

無回答

年代

～20代

30～40代

50～60代

70代以上

無回答

375 100.0%

　本市施策への
協力、市内企業、
福祉施設冷えの
業務発注に配慮
するなど、評価で
きる。

　アンケートの結
果は、おおむね好
意的な内容となっ
ており、評価でき
る。

　講座や事業内
容を積極的にPR
するなど、適切に
実施されている。

▼地域交流事業「つながるフェスタ」では近隣の福祉作業所に声をかけ、福祉バザーを開催した。

印刷部数：420部　　　回収部数：375部　　　回収率：89％

実施期間：平成31年2月1日～2月20日

来館者を対象に手渡しで配布して実施

▼フェイスブックやツイッターを随時発信、様々な世代や端末への対応強化を図った。

▼定期清掃(床ワックス掛け)を、B型の施設と業務委託契約を結び、今年度も実施した。

▼近隣の高齢者施設や、近隣町内会老人会等からの依頼で、備品等の貸出しを行った。

▼１階喫茶コーナーには、区内の福祉施設（NPO法人ぱお）に就労訓練の場として提供した。

構成比

35 9.3%

回答数

▼毎月の行事予定をカレンダーにして受付で配布している。

274 73.1%

▼インターネットシステムによる貸室予約をＨ２０年６月より継続実施している。

87

375 100.0%

23.2%

3.7%

回答数

結果
概要

年々、新聞・ダンボー
ルの回収量が激減し
ているため、毎年収
入は少なくなってい
る。

▽　利用者アンケートの結果

88 23.5%

24.5%

構成比

92

（6）付随業務

②福祉施設への配慮

14

実施
方法

▼地区センターニュースを毎月発行。センターの運営状況、区民講座や交流事業・開放事業を詳
細に記載し里塚・美しが丘地区及び平岡地区の町内回覧にて広報活動を継続している。

135 36.0%

25 6.7%

▼地区センターニュースの4月号は、開館10周年を記念、A3両面の特大号として広く配布した。

①市内企業等の活用

▼夜間警備業務、除排雪業務、電気設備点検、防火設備点検、空調設備点検等は、市内および区内の業者
へ委託した。

▼事務所前に講座・交流事業等のチラシを置くブースを新設して、来館した方に分かりやすいよ
うにしている。

▼子供対象の事業を開催の場合は、近隣の小学校へチラシを配架して参加を促している。

▼ホームページにて地区センター情報を提供している。

▼誰もが見やすいホームページ作成のため、総務省が配布している「みんなのアクセシビリティ
評価ツール：miChecker」を利用して、検証を実施し、問題ありの個所を随時修正した。

▽　自主事業

今年度も、20日間で
たくさんのアンケート
を回収した。

頂いたご意見をまと
めて職員の会議で共
有、改善できるもの
から順に対処した。

業務委託は全て市内
または区内の業者と
した。近隣地域作業
所との連携から障害
者就労支援にも協力
した。

▼10周年を大きく掲げ、今までつながりのなかったお店や団体等へも広報活動を行った。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

・収入　4～3月
　　市奨励金　　14,800円
　　事業収入　　7,440円
　
・支出　　31,164円
　　　　（イベント記念品ほか）

・古紙回収実績

▼平成23年4月から札幌市と委託契約を結び、古紙回収ボックスの管理を引き続き行った。

7
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 Q1　ご利用目的は何ですか？　　　

375 100%

375 100%

375 100%

375 100%

 Ｑ5　貸室のご利用時間はいかがですか？　           

375 100%

Q6　貸室の備品や設備などはいかかですか？

375 100.0%

375 100%

毎年、自家用車での
来館が多く、30年度
も7割を超えた。近隣
の施設にご協力を頂
き対応しているが、
満車になることが多く
対応に苦慮してい
る。

構成比

会議・研修・勉強会など

朝のラジオ体操会参加 4

(複数回答あり）

その他　無回答含む

子育てサロンを利用(サロン含む）

39.2%

229 61.1%

50 13.3%

122 32.5%

40 10.7%

(複数回答あり）

回答数

11 2.9%

64 17.1%

20 5.3%

267

構成比

71.2%

徒歩

16

15.2%

52 13.9%

19 5.1%

回答数 構成比

Ｑ4　主に利用される貸室の料金はいかがでしょうか？

構成比

127 33.9%

1 4.3%

1.6%

121 32.3%

6

回答数

2

58 15.5%

90 24.0%

8 2.1%

0.5%

90

67 17.9%

回答数

4 1.1%

33.6%126

24.0%

7

構成比

22.9%86

87 23.2%

4.3%16

0 0.0%

25.9%

85 22.7%

回答数 構成比

42.4%159

無回答

0 利用したくない

1

1.9%

その他

Ｑ7　また貸室をご利用いただけますか？

32.8%

5 1.3%

2

3

574  安い

4 利用しやすい 

無回答

3

2

97

その他

月2～3回

無回答

0  高い

Ｑ3　ご来館方法は？

3

無回答

123

自家用車

公共交通機関

4 利用したい

1

4 使いやすい

2

16

14.7%

5.3%

8.8%

6

33

構成比

4.5%

無回答

55月1回

147

【Ａ：ご利用　貸室について】

フリースペース利用

週1回

Q2　ご利用回数は？

1.6%

17

無料開放

0 使いにくい

1

16

20講座・交流事業に参加

サークル利用

回答数

回答数

4.3%

無回答

0 利用しづらい

2

3

4.3%

プロジェクターや自
立スクリーン、DVDプ
レーヤーの貸出し希
望者の中には、接続
が出来ない利用者も
多く、随時職員が対
応した。また、事前に
接続等のチェックに
来ることも多く、その
都度対応した。

1.1%

8
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375 100%

375 100%

375 100%

375 100%

52 100%

375 100%

375 100%

88 100%

回答数

20.8%

5.3%

回答数

51

187

知っているが利用したことはない

利用したことがある

49.9%

13.6%

無回答

構成比

53 14.1%

15.2%

199 53.1%

37.3%

知っている

知らない

83

構成比

22.1%

9.6%

50.0%

構成比

26 29.5%

264 70.4%

回答数

回答数 構成比

18.4%

構成比

46.4%

51

0

3 5.8%

1.1%

0

17.6%

回答数 構成比

216 57.6%

93

構成比

回答数

0.0%

287)

17

1

19.3%

4　満足

3

0　不満

1

知っている

Q14　これらの地域交流事業に参加されたことがありますか？

44

66

2　普通

無回答 13.6%

(無回答  

 

174

150 40.0%

Ｑ15　参加された交流事業の内容はいかがでしたか？

知らない

15

Q13　地区センターで地域交流事業を実施していることはご存じでしたか？

無回答

参加したことがない

参加したことがある

24.8%

Q9　夜間帯に限って、飲酒目的での利用ができることをご存じですか？

58.9%

28.8%

38.5%

1

2　普通

3 26.9%14

受講したことがある 11.2%

69

(無回答  323) 

0.0%

受講したことはない

140

無回答

20

42

回答数

36

Ｑ8　利用日の5日前時点で空いている部屋に限り、1時間からの
　　　「時間貸し」が利用できることをご存じですか？

回答数 構成比

知っているが利用したことはない 57

無回答

利用したことがある

78

知らない

221知らない

Ｑ12　受講された区民講座の内容はいかがでしたか？

0　不満

【Ｂ：区民講座　交流事業について】

20

時間貸しの利用者は
年々微増している
が、特に夜間の時間
帯の利用が増えてい
る。空き室対策として
今後も継続してPRし
ていきたい。

4　満足

Ｑ11　区民講座を受講されたことはありますか？

Ｑ10　地区センターで主催する「区民講座」を実施していることはご存じでしたか？

無回答

地域の皆さんとの日
頃の会話等を通じ
て、講座に対するご
意見ご要望を聞き、
ニーズに合わせて実
施した結果、終了後
にサークルが立ち上
がったり、会員の増
加がみられた。

年度を通して、開館
10周年を大きく打ち
出し、地域の皆さんと
一緒にお祝いムード
を醸し出すよう、通常
とは違う交流事業を
たくさん開催した。

9
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123 100%

375 100%

70 100%

59 100%

61 100%

80 100.0%

今年度の図書の利
用者は、4418名だっ
た。毎年、貸出時間
の延長希望の声が
あるが、今年も同じ
要望があり、その旨
図書の年間業務報
告に記載している。
地区センターとして
は、利用者のことを
考えてぜひ対応した
い。

図書検索機の使い
方の説明を求める高
齢の方が増えてき
た。その都度、理解し
ていただけるように
丁寧な対応を心掛け
た。

31.7%

構成比

48 39.0%

2 1.6%

14 11.4%

38.6%

16.0%

70.4%

20 16.3%

構成比

264

回答数

7

51 13.6%

0 0.0%

構成比回答数

252)

回答数

60

27

Q17　図書カウンターを利用されたことがありますか？

(無回答

10.0%

地域メディア/SNS

構成比

15 21.4%

21 30.0%

Ｑ19　図書カウンターや図書検索機の使い勝手はいかがでしょうか？

回答数

375)

月に２～３回

0　利用したくない

23.8%

9

2  普通

40 50.0%

1.6%

8

3

4　利用したい

０　悪い

1

(無回答  

316)

回答数 構成比

回答数 構成比

27

Q21　また図書カウンターをご利用いただけますか？

1

13.1%

1.7%

16

0　使いにくい

Q20　図書に関する職員の接客態度はいかがでしょうか？

3 5.1%

45.8%

12 20.3%

27.1%

1

15.0%2

4　使いやすい

1

2　普通

3

4　良い

(無回答  

月1回

(無回答  

314)

0

1

16.4%

0.0%

0.0%

地区センターニュース

広報さっぽろ

館内チラシ

ホームページ

町内会の回覧

11.3%

12

無回答

ない

ある

数回のみ

3

39

42 68.9%

10

0

Q18　図書カウンターや図書検索機の利用回数は?

(無回答  

その他

19

295)

Ｑ16　参加した交流事業を何でお知りになりましたか？( 複数回答あり）

【Ｃ：図書カウンターについて】

10
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375 100%

375 100%

375 100%

375 100%

375 100%

61 100%

BOXの認知度は少し
高くなったが、利用者
数は、昨年度とあま
り変わらなかった。
新聞の回収が減っ
て、古雑誌や古本等
が増えた。

まちづくりセンターが
休みの土日に、まち
センの業務や手続き
のことを聞かれること
もあり、空いている時
間をお知らせしたり、
わかることにはその
都度対応した。

清掃スタッフに女性
が多くなり、シフトを
組んで細かなところ
まで館内美化に努め
た。

314)

「利用したことがある」と答えた方
Q27　職員の言葉づかいや態度・受付業務はいかがでしょうか？

利用したことがある

0　悪い

知らない

60 16.0%

39

0.0%

4　良い

構成比

4　良い

3

(無回答  

12.0%

回答数

Q26　館内にある「まちづくりｾﾝﾀｰ」を利用したことがありますか?

無回答

回答数 構成比

無回答

2

回答数

22.4%

構成比

【Ｄ：清掃・館内の施設・職員について】

Q22　１Ｆ・２Ｆフリースペース、トイレほか、館内全般の
　　　　清掃状態はいかがでしょうか？

206

0.3%

5 1.3%

1

7.7%

54.9%

84

13.3%

29

93 24.8%

1 0.3%

40 10.7%

Q25　当地区センターに古紙回収BOXが設置されているのをご存知ですか?

151

5 1.3%

無回答

0　悪い

1

Q24　当地区センターで障がい者就労体験（カフェさとみ）を実施して
　　　　いることをご存じですか？

無回答 54

183 48.8%

50

0　悪い

1

53 14.1%

回答数 構成比

15.5%

回答数 構成比

Q23　貸室内、1・2Fのフリースペースやトイレほか、館内全般の備品
　　　　管理や設備等の管理はいかがでしょうか？

2

1

133

知っているが利用した
ことはない

4　良い

9

14.4%

知っているが利用した
ことはない

利用したことがある 10.7%40

35.5%

2 14.8%

1.6%

3 34.4%

142

58

知っているが利用した
ことはない

112 29.9%

21

3

利用したことがある

37.9%知らない

構成比

30

知らない

40.3%

1

0

33.7%

回答数

38.5%

156 15.9%

117

49.2%

無回答 63

11
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375 100%

375 100%

375 100%

＜アンケート調査でのその他意見＞

卓球開放などの無料
開放を月4回から、5
週目も実施とし利用
の場を広げた。

図書館がない分、寄
贈本の拡充を図った
り、雑誌類などを毎
月購入して、自由に
読んで頂けるように
した。

2週間前に予約しなければ利用できないことが度々あります。なかなか厳しいですね

知人とテーブルでのんびり話す場として利用している。

会社で部屋を借りている場合、駐車場に台数制限をかけて頂きたい。

駐車場が込み合う日（会社など）は台数制限などあればと思います。

ホウキが使いづらい。

調理実習室にコーヒーメーカーを設置してほしい。

月曜日も図書カウンターを利用したい

北洋銀行のATMがあると嬉しいです。

図書館があったらいいなと思います。

駐車場が満車で困ることがあります。

無回答

0　悪い

1

2　普通

3

4　良い

構成比

Q29　また里塚・美しが丘地区センターを利用したいと思いますか？

65

7

3

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

24.5%

夜遅くまでやっているのでいいと思います！

71

0

18.9%

0 0.0%

Q28　地区センター職員の言葉づかいや態度・受付業務はいかがでしょうか？

4　利用したい

77

7.2%

0

203

回答数 構成比

4　良い 54.1%

28 7.5%

50.9%191

0.0%

1.9%

回答数

85

Q30　里塚・美しが丘地区センター全体の評価（満足度）はいかがでしょうか？

無回答

30年度も、「ぜひ利
用したい」「利用した
い」という好評価をた
くさんの方から頂い
た。

1 0 0.0%

0　悪い

20.5%

【Ｅ：総合評価】

回答数

10

68 18.1%

長時間で考えた場合、貸室料金が高いかな。

概ね高評価を頂いて
いるが、更に満足し
て頂けるように利用
者の視点に立ち、運
営を心掛けたい。

22.7%

0.0%

2 27

無回答

駐車場は除雪されていて良かった。

卓球の利用をもっと増やしてほしい。初心者も気軽に使用できればいいと思います

0

201

17.3%

1

2 2.7%

3

0　利用したくない

0.0%

53.6%

92

構成比

私は麻雀をしています。明るいのでいいと思います。夏も冬も快適にできるので楽しいで
す。

囲碁交流についての要望は、いつでも自由にできる時間と場所がほしい。今後必要であ
るし、中高年が集う場所を考えてほしい。ぜひやるべきだ！

使いやすい施設なので利用したい団体も多いと思うので、フリースペースや大きめの部
屋などを、区切って借りられたら助かると思います。

何時も卓球台の調整をしながら使用しています。何年も前よりお願いしていると思います
が、まだ直っていません。お願いできないのでしょうか。

もう少し図書の貸し出し時間が遅かったら助かるのですが、、、6時くらいになりません
か？

午前運動で利用していますが、時間を12時15分までにしていただけると、着替えが楽な
ので、終了時間を変えてください。

12
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４　収支状況

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

437

465

0

470

▲ 5

▲ 28

▲ 852

▲ 852

0

1,289

▲ 19

0

1,308

【参考】

▽　説明

　利用料金収入
増、経費削減の
取り組みなどによ
り、計画を上回る
収支を達成し、利
益還元したこと
は、評価できる。

◆利用料金収入はサークルが増えたことや、塾などで週２回以上の利用が増え288千円の増となった。

◆その他の収入も、昨年度より73千円の増となった。

以上のことから、指定管理業務からの利益還元について、30年度は、開館10周年記念で実施した4回のコンサー
トをすべて入場無料とし、開催経費に使用した。また、無料健康講座や三里塚小学校児童による雪像作成時の飲
物代、ミニミニふれあい芸術祭の体験材料代や、絵画展経費、ラウンジ用雑誌購入などに充当した。

28,579

H30年度決算 差（決算-計画）

職員の方がとてもいい！！

いつも笑顔であいさつして下さりありがとうございます。

これからも住民のためにいろいろとお願いします。

コピー機の使い方が人により違う。

29,124

5,447

865

80

122

50 22

◆指定管理業務支出の中では、毎年支出の大きかったガスヒートポンプの修繕を、区で大規模に実施してもらっ
たため修繕費が前年より136千円の減となった。

27,727

27,727

130 1,419

50 31自主事業による利益還元

純利益

法人税等

下記のとおり

内容

28,579

その他

29,146

H30年度計画

いつも卓球でお世話になっております。施設の人が明るくて気持ちがいいです。

28,709

いつもありがとうございます。

子育てスペースでの小学生による騒ぎ、障害者（さとみカフェの方）の休憩で、子供が遊
びにくくなっています。

スタッフの皆さんの笑顔が素敵です、気持ちよく利用させて頂いてます。

いつもありがとうございます。

支出

利用料金

指定管理業務収入 28,659

指定管理費 22,817

項目

収入

収入-支出

860

とてもいい所です。

他の地区センターも利用することがありますが、里塚さんは最高！！です。素敵です。

たまに子供目線でものの捉え方をされない時があり残念ですが、概ね満足しています。

22,817

4,977

1,308

あいさつも元気で良かった。

指定管理業務による利益還元

自主事業支出

指定管理業務支出

H30年度決算

80

0

貸室利用が順調に
増加し計画を上回っ
た。特に多目的室の
利用が時間貸し利用
などで増加した。今
後も利用者の利便
性、あるいは区民講
座からのサークル化
を図り、貸室利用増
加に努めていきま
す。
支出が抑えられた大
きな要因はガスヒー
トポンプエアコンの修
繕を区で実施して頂
いたためです。さらに
日々の業務の改善を
会議等で常に共有し
ています。

自主事業収入

13
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＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

Ⅲ　総合評価

　設置目的に見合った適切な運営がされている。地域住民との連携や、利用者の
ニーズに合わせた講座の実施、開放事業を積極的に行い、幅広い年齢層の利用
率増加につなげている。また、趣向を凝らした地域交流行事を開催し、多くの参加
者を集めている点は、高く評価できる。

　これまでと同様に、施設管理を徹底するとともに、地域の人がつながるた
めの交流拠点として、利用者のニーズを把握した企画を展開し、また、効果
的なPR活動を行うなどして、さらなる利用率の向上を期待する。

30年度は、区からの
要請により、利用承
認書の公開に対応し
た。

不適

適 不適

【指定管理者の自己評価】

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

来年度以降の重点取組事項

◆30年度の開館10周年記念行事等でつながった地域の方や各団体等と、
更に連携を取り、子供や高齢者が安心して生活のできる豊かなまちづくりを
一緒に進めていく。また、新たな、つながりも積極的に広げていく。

◆フェイスブックやツイッターの発信を強化し、双方向のコミュニケーションを
拡充する。

◆交流事業や住民企画講座などを通してのつながりをさらに強化し、発展さ
せていく。

◆高齢者の利用が着実に増えつつある中で、今後は、子供や父兄対象の
企画や講座も積極的に増やし、将来の利用者として地区センターを身近に
感じてもらう。

・昨年度60％を超えた貸室の稼働率が、30年度は62％を超え、日によっては、抽
選を実施する部屋も出てきた。午前午後とも満室になる日も増え、地域の方に地
区センターの存在が広く認知されてきていると思われる。

・貸室の利用以外にも、1階のフリースペースは、平日はカフェの利用で、ゆっくり
過ごす方が多い。一方２階は、午前は高齢の方が、午後は囲碁を打つ方や、
サークルを利用した方、夕方からは学生さん、と１日を通して利用者でにぎわっ
ており、誰もが気軽に利用できる地域の居場所として定着してきている。

・「地域住民企画講座」や「清田がつながるイベント」などを通して、参加される皆
さんが、受動的な立場から、当事者として参画し地区センターで活躍してもらえる
ような事業を継続的に実施した。

総合評価

適

▼使用承認書・団体登録書・受講申込書・無料開放参加登録書等の個人情報のファイル等はロッカーに施錠して
保管。

▼情報公開についてはNPO法人ﾜｰｶｰｽﾞｺｰﾌﾟが定める規定に則って、要求が有れば対応出来る体制にある。

▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を
行わなかった。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力団の排除の推進に関する条
例への対応

▼特定非営利活動法人ワーカーズコープは全国に拠点を持つ協同経営の組織であり、 単独の事業所・現場の経
営だけでなく、相互に安定経営を維持出来ように連携して改善をはかっている。
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